
 1

アトミクラブ通信  ＮＯ．１７９ ２０２２年 ３月 
 

皆さま こんにちは 

３月になり、ようやく春の兆しが見えてきたように感じます。例年ですと１月、２月は寒さの

中にあっても時たま、暖かい日が訪れることがあります。今年はどうしてか、こういう温暖な日

はあまり無かったような気がします。それだけ今年は寒むかったんでしょう、北西の強風が吹く

寒い日が多かったように感じています。２月に入ってから大寒波が訪れ、東北・北海道や北陸・

山陰に大雪をもたらしました。影響で交通機関が乱れ、ホワイトアウトでの多重事故や雪下ろし

中の落雪事故、雪崩に見舞われた所も多々みられました。被災された地域の皆さんには心よりお

見舞い申し上げます。 

それでも季節はめぐってくるものです。３月に入り、やっと暖かい日が見られるようになりま

した。これまで地中でじっと我慢していた植物たちも地表に芽を出し始めました。昨年より２週

間近く遅れて梅の花がほころび、桜の蕾も徐々に膨らみ始めています。いよいよ春の到来です。

防寒対策をしないで走れる日ももう間近ですね。♪は～るよ、こい、早く来い･･･♪ 

■ アトミクラブの練習会はコロナの感染者数が爆発的に増えた影響で１月第１週から３月の現 

在（６日）に至るまで中止としています。昨年１０月から１２月まで３ヶ月間、中止なく順調に

実施できたことがウソのようです。昨年１２月の最後の練習会（２３日）の日から数えると、皆

さんとはじつに７０日以上、お目にかかっていないということになります。 

さて、アトミクラブの練習会の今後の取り組みですが、再開の可否の判断は現在の感染状況と

「まん延防止措置」期間にかかってきています。これまで同じように感染が拡大する局面にあれ

ば、さらに中止を延長することもありえますが、感染者の減少と「まん延防止措置」が解かれる

ようになれば練習会は再開する方向でいます。３月３日の政府の発表によれば３月２１日まで延

長を決めたようです。したがってクラブの練習会も１０日（木）、１７日（木）とさらに中止に

なります。以降、解除されれば３月２１日（木）、３１日（木）ぜひとも実施したいものです。

今後も感染状況をきっちり把握し、対策をしっかりして練習会を再開、実施していければいいと

思います。皆さまにはクラブの感染対策にご理解とご協力をお願いいたします。 

■ ２０２２年夏の「湯沢合宿」を計画・検討してまいりましたがコロナの感染がまだ収まらな 

い現段階では実施の判断ができませんので中止にしたいと思います。案内を作り、参加者を募り、

宿への予約とか準備のスケジュールを考えるとタイムリミットが迫っていました。大変、残念で

はございますが６月の湯沢合宿は今年も中止とさせていただきます。なお、９月の「菅平合宿」

に当たっては感染対策を整えた上で実施したいと考えています。ただこれもこれからのコロナ次 

第です。３回目のワクチン接種も進んでいるようです。実施にご期待ください。 

■ ２月７日に「２０２２年度 お願いとお知らせ」 と「今後のクラブ運営に向けて会員の

皆さまへお願い」（･アトミクラブ事務局の現状と今後の課題について･）を郵送させていただき
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ました。 

すでにお読みのことと思いますがいくつかのことをお願いしております。 

「２０２２年度 お願いとお知らせ」では ①年会費のお支払いは３月１８日までに 

②２０２２年度の陸連登録を希望される方は３月１８日が厳守を案内しています。 

それとは別の用紙「今後のクラブ運営に向けて会員の皆さまへお願い」では郵送撤廃に伴う

email address の登録の願いとして「以下の QR コードより email address を 2 月 28 日（月）

までに登録頂きたくお願い致します」の文面で登録をお願いしております。締め切り期限は過ぎ

ましたがまだ２００名近くの方しか登録がありませんので延長して受け付けています。未登録の

方は文面をよく読んで QR コードから入っていただき登録をお願いいたします。 

とくに「今年度の陸連の取得番号」は email address によってお知らせ配信いたします。 

来年度からの郵便による「お願い及びお知らせ」等の通信物はメール配信に切り替えていく予

定でおります。ご理解の上、よろしくご協力ください。 

■ 新型コロナの感染状況は、年末・年始の休みをはさみ様相が一変しました。感染力の強

いオミクロン株の影響で全国の感染者数はピーク時の２月２２日には１０５，６１６人に達しま

した。１月１日の感染者数が５３４人でしたので、以降、ピークまで、いかに爆発的な感染状況

だったかが覗えます。１月２１日には「まん延防止措置」が首都圏に発出され、延長を含め３月

６日までが措置期間になっています。３月３日現在、さらに延長の方向で政府や自治体で検討し

ているようです。感染者の数はピーク時に比べ、少しずつ減り始めていますが、まだまだ高い水

準にあります。最近では高齢者や基礎疾患を持った方の死亡が相次いでいます。まれに若い世代

の死亡もあります。感染のピークは過ぎたとはいえ油断は禁物です。まだまだ注意深く見守りた

いと思います。３回目のワクチン接種が高齢者や医療従事者を対象に進み始めましたが、まだ満

足いくほどの本格接種には至っていません。接種は一般世代へも可能な限り、前倒しで進められ

ています。３回目の接種をすることで高い割合で抗体も得られるそうです。多少、安心して外に

出歩いたりするためにもしっかり接種は受けたいものです。 

■ クラブやランニングの世界にはおよそ関わりはありませんが２月２４日、ロシア軍が隣

国のウクライナに侵攻し全世界を震撼させました。侵攻から数日経ちますが、一般市民を巻き込

んだ犠牲者などが出ていて深刻さをましています。なんとか事態の打開に向けて双方が話し合い、

歩み寄りをしてウクライナに以前のような平穏な日常が戻ってくることを願わずにはいられま

せん。 いま、ウクライナのランナー達は戦火の中で走りたくても走れません。それを思うと心

が痛くなります。我々は幸せです。ウクライナに平和を、そして戦争は絶対に反対～！ 

■ 最近の陸上ニュースから･･･ 

●３月６日、「東京マラソン」が開らかれました。市民枠を含めて実施するのはじつに２年ぶ

りだそうです。ＰＣＲ検査、６５歳以上の出場自粛など様々な制約はありながらも今回、３８０

００人規模を２５０００人に絞っての大規模大会が、コロナ禍でありながら開かれたことは、今

後の各地で開かれるマラソン大会開催に大きな影響を及ぼすものと期待しています。 
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さて、レースは男女同時で９時１０分にスタート。男子は終始キロを２分５０秒近くで刻む高

速レースを制した世界記録保持者のキプチョゲ選手が２時間０２分４０秒の国内最高タイムで

優勝。途中まで付いていたキプルト選手も３分１３秒の２位でゴールいたしました。まさに東京

の地で世界記録が見られるのかとドキドキしながらのテレビ観戦でした。日本人選手では昨年

「びわ湖」で日本最高を出した鈴木健吾選手が日本人グループの中から一人抜け出し、あとはゴ

ールまで単独走。２時間０５分２９秒のタイムで全体４位、日本人トップでゴールしました。女

子では鈴木選手の奥さんの一山麻緒選手が全体６位の２時間２１分０２秒、一緒に走っていた新

谷仁美選手が２１分１７秒の７位でゴールしました。この試合でＭＧＣ（パリ五輪代表選考会マ

ラソングランドチャンピオンシップ）に出場権利を獲得したのは男女合わせて１１名でした。 

● ２月２７日に開かれた「大阪マラソン・びわ湖毎日マラソン統合大会」ではコニカミノル

タの新鋭星岳（がく）選手が残り５キロの時点で飛び出し、追う山下選手（三菱重工）、浦野選

手（富士通）を退けて２時間７分３１秒のタイムで初マラソン日本歴代最高記録を更新して見事

優勝を飾りました。星選手はまだ若干２３歳、またまた楽しみな新人が出現しました。今後の男

子マラソン界を担う若手の出現に期待が大きく高鳴ります。これで「別大」・「大阪・びわ湖」合

わせて１３人の選手がＭＧＣの出場権利を獲得しました。この大会では５位岡本選手（中国電

力）、６位今井選手（トヨタ九州）の３７歳ベテランランナーのねばる走りが目を引きました。

お二人ともＭＧＣ出場を決め中年ランナーに勇気と希望を与えました。 

● ２月６日「別府大分毎日マラソン」、２月２７日「大阪マラソン・びわ湖毎日マラソン統合

大会」、は一般ランナー枠を排除してエリートランナーだけの大会になりました。２月６日の「別

府大分毎日マラソン」では途中、飛び出した④古賀選手（安川電機）を①西山選手（トヨタ）と

②鎧坂選手（旭化成）が追う展開になりましたが、最後は力を温存していた西山雄介選手が抜け

て２時間７分４７秒の好タイム、大会新で初優勝しました。 

● １月３０日「大阪国際女子マラソン」では、なにわの腹筋女王こと松田瑞生選手（ダイハ

ツ）が独走、２時間２０分５２秒の好記録で優勝しました。上杉真穂選手（スターツ）も２時間

２２分２９秒の好記録で２位に入りました。 

▼ １月１６日に予定されていた「都道府県男子駅伝」は「コロナまん延防止」の影響を受け

て残念ながら中止になりました。 

■ 先頃、中国の北京で冬季オリンピック（2022.２..4～２.２０）が開かれていました。冬の

スポーツの祭典において選手達の熱い闘いが繰り広げられました。この通信ではいくつかの印象

に残った日本人選手の活躍シーンを遡ってみたいと思います。 

３月４日からは冬季パラリンピックも始まりました。皆さん、ご声援よろしくお願いいたします。 

「202２北京冬季オリンピック」 観たこと、感じたこと  

○ スピードスケート＝高木美帆選手がスピードスケート女子の種目において５種目出場し、な 

んと、１５００ｍ、５００ｍ、団体パシュートで銀３個、１０００ｍで金、３０００ｍでも６位
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入賞と鉄人の名に相応しい驚異的な活躍を見せた。１３日間で５種目７レースを滑った。テレビ

解説者がこの鉄人ぶりに「１００ｍのウサイン・ボルト選手がフルマラソンをトップで走るよう

な偉業」と形容していた。きついスケジュールに耐えられるよう日頃から体を鍛えぬき、メンタ

ルな部分でも強い気持ち持ち続けたことがこの偉業に繋がったんだと思う。惜しまれるのは団体

パシュート決勝でリードしながら最終コーナーで姉の菜奈選手の転倒が残念だった。ですが、こ

の試合の直後の１０００ｍで悔しさをぶつけての優勝だけに喜びもひとしおだっただろう。  

女子短距離の第一人者、小平奈緒選手の背中を追い続け、学ぶことができたことも今回の偉業に

繋がったのではないか。童顔を思わせる笑顔に金と銀のメダルが似合い輝いていた。 

○ スキージャンプ＝小林陸侑選手がノーマルヒルで金、ラージヒルで銀を獲得した。レジェン 

ド葛西紀明監督（土屋ホーム）のもと、非凡な才能を開花させて世界の強豪と堂々と渡りあった。

混合団体でもチームの最終競技者としてメダルを狙えない位置にありながらも頼りがいのある

日本の大エースとして、アンカーに相応しい闘いぶりを見せた。どのジャンプをみても安心して

見ていられた。緊張しすぎる様子は無く、いつでも自身のジャンプができるよう淡々と飛んでい

た。精神面の大きさもさることながら、２５才の若さにしてベテランの風格さえ感じさせた。こ

れからも日本のスキージャンプ陣を牽引する大きな存在になっていくだろう。 

○ スノーボード＝「ハーフパイプ」平野歩夢選手は決勝で怒りを力に変えての演技で見事、金 

メダルを獲得した。平野歩夢選手は計３回ある演技の２回目、他の演技者が認める素晴らしい内

容を見せた。ところが２回目を終えた時点でオーストラリアの選手が出した得点が平野を上回っ

た。「（ジャッジに）おかしいな･･･」、怒りで心が折れそうになったという。それでも気を取り直

し３回目に２本目と同じ演技を、さらに精度を高めて天空に舞った。逆転を狙った一発は見事、

天を裂き誰もが認める堂々たる金メダル獲得だった。怒りバネに次の演技でそれ以上の力を出し

切る平野選手の精神力と集中力に感動したスノーボードだった。 

○ フィギュアスケート＝男子では鍵山優真選手が銀、宇野昌磨選手が銅を獲得、女子では坂本 

花織選手が銅を獲得した。団体でもアイスダンスやペア勢の踏ん張りもあり３位とメダルが確定

している。期待のエース羽生弓弦選手は果敢にも４回転半に挑んだが成功ならず４位に沈んだが

試合終了後のリンク整備に地元のスタックに混じり氷の表面を整備していたニュースが流れた。

競技だけでなく「人」としての評価でも中国の人たちの心を捉えた。ワリエワ選手のドーピング

問題が大会を通じて暗い影を落とした。ご本人だけで行った行為ではないだろうに彼女だけに注

目が集まり、女子フリーでは「絶望」の異名を持つ彼女のこれまでの完璧な演技とはほど遠い、

まさに氷に嫌われてしまったかのように転倒する場面がしばしば見受けられた。 

○ カーリング女子＝予選最後の試合でスイスに敗れ、準決勝進出の夢を絶たれたと、思い込ん 

でいた日本チームに朗報が届いた。準決勝進出を目指していた韓国が敗れ「ドローショット」の

差でカナダを上回り決勝進出を果たした。決勝ではイギリスには敗れたものの銀を獲得！今大会

でも「ロコ・ソラーレ」の元気で張り切った声ともぐもぐタイムは健在だった。一見見ると他チ

ームに比べて小柄で華奢な印象を受ける日本チームだが、スイープ力など、粘り強さの中に圧倒
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的な練習量の裏付けがあった。全員で氷を見極め、意見交換をする、そしてどんな時でも諦めな

い強い気持ちが銀を引き寄せた。 

ÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜ  

■＜練習会予定 ＞ 20２２年 1 月～2 月の練習内容 

１月 ６日  降雪のため中止 

１月１３日  コロナ感染者急拡大のため練習会中止 

１月２０日  コロナ感染者急拡大のため練習会中止 

１月２７日  「まん延防止措置期間中」につき練習会中止 

2 月 ３日  「まん延防止措置期間中」につき練習会中止 

2 月１０日  「まん延防止措置期間中」につき練習会中止 

2 月 1７日  「まん延防止措置期間中」につき練習会中止 

2 月２４日  「まん延防止措置期間中」につき練習会中止 

 

＜「アトミクラブ通信」は１８０号でいったん休載いたします＞ 

皆さま いつもたいへんお世話になっております。 

関田個人編集による「アトミクラブ通信」を通算１８０号になる５月発行分まででいったんお

休みをいただきたいと考えております。１９９２年 4 月に会報として「アトミクラブ通信」を

始めてから丸 30 年になります。「30 年、180 号」という節目の時期でいったんお休みをいた

だき、次なるアトミクラブの会報の在り方を模索していきます。 

今後もクラブの指針や様々な情報はホームページを通じて発信していきますので変わりなく

よろしくお願いいたします。 

  アトミクラブ通信編集担当   関田 

 


